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はじめに

最近は磁HJ電力のない野外の自然地震や構造探査の臨

DAT (Di又italAudio (模原ほか， 1997) 

記銭装置が広く利用されている. 我々も 1997年から 1998

年の東北合同観測(松原ほか， 1998)に始まり， 1999年の

四国合同観測(小、ドほか， 1999)， 1999年(鈴木ゐほか， 1 

と2000年の北海道合同観測で DATレコーダによる観測

を行ってきた.最近の構造‘探:査では報測の関密化が進み匂

使用される DATレコーダーの数も大変多くなってきてい

る. その結果，再生処理しなければならない DA'I、テープ

もかなり多量となってきた.地震地殻変動鵠測センターの

回収なとの技術的な作

は子慣れているが，記録の再Jtには~rr15の技術官しか

携わっておらずー効率的な再土佐作業が進められているとは

いえない.そこで，再生作業を多くの技術官で子分けをし

て効率よく処理できるように，再生作業の修i与をf-:Iとし

た研修会を信越地長観測所において行っ fニー

朝{彦会の轍要

1999年 7月21I-l (水)から 23IJ (金〉の口程で信越地

震観測において，地震地殻変動在日制センターに所属する

8i'iが参加して， DAT再Jj:，処i雫(中111ほ

か， 1998)の実習を兼ねた研修を行った.講師には，再tt.

作業に早くから携わり経験の豊富な信越地震観測所の職員

があたった. 1 R目は移動日で，観測所に全貝集合したの

が午後4時前だったために観測所内の見学で終わった. 2 

日目の午前は再生作業全般についての説明を受け，午後か

らは 1998年四国合同観測の記録を使った再生作業を行っ

た.3日目の午前は，再生子!恨の復習をしたり，今後の再生

2000年9月28日受付， 2000年 10月初日受理.
本地震地殻変動観測センタ一広局地震観測所.
* Hiroshima S巴ismologicalObscrvatory. Earthquake Ob 
servation Center， Earthquake Research Institutc， Univer-
sity of Tokyo. 

64 

作業の打ち した，また締めくくりとして，本研修

会の反省会も行ったE

修課題 :DAT記録再生処理

期 間:1999 "f 7 Jj 21日から 2:)R 

場 所市越地震観測所

代表若.羽田敏夫

参加者:酒井要，小林勝，橋本信二羽目敏犬(信

越地震観測所)

控辺茂(高士111地殻変動観測所)

fJI上位代子(和歌山地震観測}ろ!T)

J片-上義弘三i官i尚子(広島地震観測所)

研修日将 :7月21臼(水)

22日(木)DAT 

23日(金)反省、会を行い，

住人
~n 

反省会での立見を要約いすると以下のとおりである.1)

ファイルの切り出しまでの時間がかかりすぎるので，より

完全な処理ソフトを開発する必要がある.2)観測にかかわ

るだけでなく，記録の処理まで含めてそのプロセスを埋解

し最後まもで責任を持つ事が大切である.群発地震観inuで

は司 DA1'レコーダーを展開して震源の精度を上げること

ができた. 間修会の後しばらくしてー 各観測所にも DAT

レコーダーとともに DAT再/十.装

の再生作業ができる環境になっている.

実際に行った帯生処理

DATレコーダーを使つての観測は，本体に電源となる

乾電池を詰め， DATテープを挿入する. 外側には地震計

からの信号ケーブルと， GPSアンテナからの|司軸ケーブ

ルを接続する. レコーダーのコントロールは，パームトッ

プパソコンを接続して全て外部から行う. DATレコー

ダーの内部を図 lに示す 詳しくは羽田ほか(1999)を参

照されたい.

再生処理は UNIXワークステーションを使って行った.

再生処理したデータはかなりの容量になるため，接続する
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DATプレー介タ

DATLink 

ハードディスク

hso-datワークステーション

図 2. 再生システムの構成問

図 L DAT レコーダーの内~r~

回

SCSI接続

ハードディスタの を持たせる必要がある.

DATレコーダーは記録部分に市販のオーディオフレ

ヤーを}I]l、ているため白《接データをワークステーション

り込むことができない.オーディオプレーヤからワー

クステーションにデータを読み込むためには、 DAT-Link 

ーディオ形式で入っている連続波形データを‘コン

ビスータに分かるディジタル信号にする)という変換装誼

を使って行った.それぞれの機器は SCSI接続されてい

る.またプログラムの修正やデータの転送のための再生マ

シンは，各観測所や地震研究所とはネットワーク接続され

ている.機器の構成を関 2に示した.再生に必要なプログ

ラムは司 narccord，rubbish， clltschが用意され

ている.各プログラムの役割や処理の流れについては，図

3に示した. GPSと内部時計の誤差は xgraphを使い，グ

ラフ表示して確認する.グラフの例を図 4に示した今岡

の研修では，図 3の流れに従ってプログラムをそれぞれ実

行して，連続収録記録から発破や自然地震のイベント波形

を切り出す過程までを実習した その他の処理として，切

り出されたデータを wmフォーマットに変換し既設観

測点のデータと統合して震源決定などを行うことも可能で

ある.

研修会で修得した再生処理技術を，実際に広島地震観測

所で応用したので作業の流れに沿って説明する.
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BATテープの再生手j瞬

合 work などのディレクトリーをど作っ

女 オリジナノレテープは複製して，

貸手写生手!腹 自tn(ブアイル名)

テープの頭出しをする り込むための作業)

>nare臨時 -t10串組 <-10秒刻み程度のデータをハードディスクに取り込む

>od-x器tnI more ← odコマンドで、ヘキサダンプした内容から必婆とする年月日を

滋賀出Tで探す

官庁 再生本番

> narecord -t time stn.dat ←データをハードディスクにコピーする

(七lmeは必要な再生時間 単位は秒観測点名 dat)

〉四bbish畠tn ←圧縮データの解凍とゴミ取りを行う

告tn.d剖→島tn.gp晶，stn.lst，sもn_rub.OOO →良し

場合により *.*.001，002ができる

タなら*ベ000

>rm杭n.d回

stn 

ブァイ く不要となる

ダがi墨れていれば1E

レ:コーダが進んでいれば負

託n.gmt; GMT用のスクリブト

stn.loc: 

J亡。ノ

>xgraph -m stn.dif & ←-stn.difをチェックする. グラフであれ昭良い

>cut臨むh串tn隅 i政令一時ch部官(スケジュー/レファイノレ)の内容に従っ タを切り出す時間を

エデJ タなどで作成しておく.

(no， yy mm dd hh mm 88.8 切り出す時間)

01 99 10 17000000.0060 

02 99 10 170001 00.0060 

03 . 

04 ... 

>d聴t2win ←Wlnフォーマット化ずる e

闇 3. Nif.子販のi/'Iれと各プログラムの役者!

再生した DAT記録は， 1999年 8片 20日から 29日にか

け北海道日高地域で実施された地ド構造探査記録で，この

観測に使用した DATレコーダの総数は 61台となる.こ

のうち 30本のテープ記録を広島地震観測所が担当して再

生処理をした観測測線は帯広市街地の南にほぼ東西に延

びる.観測点配置の測線凶を図 5に示した.図中赤い三角

印で示した個所が DATレコーダーによる観測点である.

観測点の設置は 3班に分かれて I班が観測点 20点分を受

け持った. 1台の DATレコーダーに 3チャンネル 3点分

を入力し， チャンネルの割り振りとしては， DAT本体の

設置場所に lチャンネル，その両脇 50mの地点に各 1

チャンネルずつ置いた.地震計は l点分に 9台がグルーピ

ングして連結された地球科 究所所有のじItra

phone MarJ王 2を使用した. DATレコーダー l台あたり

27台のスパイク付き地震計を地IIlIに踏みつけて刺し込む

作業で，地yじの人も初めてという高温多湿の酷暑の中で行

われた.余談であるが，印象に残った点を述べる.担当し

た設置場所は幅 500m もある広い畑が延々と連なってい

るところで，景色が単調で目標物が少なく設置場所の確定

に手間取った.50m間隔の設置場所の確認には，巻き尺で

の測定もしたが，光学式の距離計(レンジファインダー)

が大変有効であった.また農場周辺での観測であったため

に，卒メIJ り tL~ 、機やトラクターなどの機械に信号ケーフやル

が巻き込まれて，何カ所も切断されており，ケーブルの張
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図 4. GPSと内部時計の比較グラフ.縦軸・内部時計の時刻と GPS時刻の差(単位は 1/1000秒).横軸 1月1日からの通算日.
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図 6. DATレコーダーの設置風景
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図 7. DATレコーダーの設置風景
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図 8. DAT記録の再生波形記録例(発破点 L4)

り替えを余儀なくされた.今回の DATレコーダーを使っ

た観測は様々な経験をすることができて大変有益であっ

た. DATレコーダーの設置風景を図 6，7に示す.

再生手順は以下のとおり行った.

1) まず DATプレーヤ-2台を使用してオリジナル

テープからコピーテープを作成する. コピーテープを再生

に使用してオリジナルテープは保管しておき，作業中生じ

るトラブルによって記録が消誠した場合でもパックアップ

できる体制をとっておく.

2) 再生装置のワークステーションに作業用ディレクト

リーを作成する.

>mkdir work (作業ディレクトリーを /workとして)

>cd work 

>mkdir HD31 (さらに，観測点ごとのディレクトリー

をその下に作る)

作成した観測点ごとのディレクトリーに，切り出す時間帯

を書き連ねた schfileファイルを予めコピーしておく.

3) 再生開始
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>cd HD31 (ょする観測点ディレクトリーに移って実

行する〉

は I~I :3の手11民 narecord， rubbish， 

gpsread， cutschを11聞に実行するであったが， narccord 

rubbish， cutschをまとめたシェルスクリヅト

DATREAD， shを1史うことによって，それぞれのコマンド

の現れBに生ずる無駄な時間を節約することで効率のよい

再生処理ができた.テープ 1本あたりの再牛‘ るおお

よその時間は 2時間であった.今出の再牛‘で切り出した波

形記録のi7iJを図 8に ぷ す . 記 録 は 間 5に示した発破点 L

4の記録を DATレコーダーで得られた波形のみ表不した

ものである.

ま と め

以前に比べ DATレコーダー

観測に利用されるようになってきている.主主制終了後の記

録再生作業もこれに比例してヲ数多くの記録を処理する

要が生じてきている.地震地殻変動観測センターに所属す

る技術官は， DATレコーダーの取り扱Lゆ〉ら再生処理ま

で誰でもできるようになることが望ましい.これまで，数

人が扱っていただけの再生作業であったが今同の研修で多

くの人が取り扱えるようになった，i苦手生装置も信越地震観

はじめ広島地震観浪IJriJI'や和歌Illt也震観測所にも

されたので， これからは分散して効不のよいわAγ 記録の

再牛‘作業を進めることができると思う.今回の北海道日高

合同観測の DATレコーダ 61台分の再生作業は，広島

と信越地震観測所とで主に打った.研修の成呆

として DATレコーダ ら同収， まで
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ることができて大変充実できた. 今後もさまざまな

し， t土手むのj吉こJ心がけたいと思う.

同組浪IJの測線凶と人了島地震の記録例は

地震予知研究構造センターの平田直教長から提供していた

だいた.また本報を執筆するにあたっては，地震地殻変動

観測センターのト部市助教授から買重な助言をいただい

た ともに感謝いたします.
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